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城
路
沿
革
史

節
第
一
節

須

横

城

略

賀

話出

国電

五
八

主主

叫

買事

図

i白

革

史

本
調
査
報
告
書
で
は
、
横
須
賀
城
沿
革
史
を
、
何
れ
の
資
料
か
ら
択
ぶ
か
に
よ
っ
て
、
横
須
賀
城
祉
の
縄
張
り
と
、
横
須
賀
城
の
普
譜

と
、
横
須
賀
城
の
作
事
の
内
容
が
著
し
く
喰
違
う
恐
れ
な
し
と
い
え
な
い
、

そ
う
い
う
意
味
合
い
か
ら
言
っ
て
も
、
資
料
の
撰
択
の
重
要
性



が
加
重
し
た
。
地
元
「
白
水
文
庫
蔵
書
」
と
い
わ
れ
る
撰
要
寺
泉
敬
常
氏
所
蔵
本
か
ら
拾
っ
て
み
る
と
、
「
遠
州
高
天
神
記
全
」
l
万
延
二
年
酉

正
月
写
之
l
、
「
高
天
神
記
」
|
文
政
甲
申
年
三
月
三
日
、
丸
尾
喜
六
昭
和
七
年
二
月
十
日
鷲
山
恭
平
写
|
、

「
遠
州
横
須
賀
総
絵
図
」
|
中

西
尾
城
主
時
代
|
、

「
遠
江
国
風
土
記
伝
巻

島
英
太
郎
氏
所
蔵
写
、
本
多
利
長
城
主
時
代
|、

「
横
須
賀
総
絵
図
」
!
阿
部
復
馬
氏
所
蔵
写
、

「王子権現由来記」表紙写 2; 

一
l
十
三
」
|
内
山
異
龍
遺
稿
、
阿
部
譲
校
閲
|
明
治
三
十
三
年
三
月
十
五
日
版

ー
、
「
静
岡
県
小
笠
郡
勢
要
覧
」
|
大
正
十
五
年
六
月
三
十
日
版
l
、
「
遠
江
田
石
高

調
書
第
一
巻
i
第
三
巻
」
1

源
誉
写
本
等
に
横
須
賀
城
略
史
の
裏
付
け
と
な
る
も

第
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章

横

須

賀

城

祉

の
規
模

の
が
拾
え
る
け
れ
ど
、
横
須
賀
城
跡
の
規
模
を
知
る
資
料
に
之
し
い
。
(
写
1
1
)
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第

節

横
須
賀
城
略
沿
革
史

「
横
須
賀
根

六

O

横
須
賀
城
の
歴
史
的
沿
草
を
知
る
う
え
に
、
私
ど
も
は
幸
い
現
地
で
「
郷
里
雑
記
」
、

元
記
」
等
を
散
見
し
、

そ
れ
に
「
三
河
記
」
、
「
小
笠
郡
誌
」
を
加
え
る
と
貴
重
な
こ
れ
ら
の
資
料
と
、

実
地
調
査
に
よ
っ
て
、
横
須
賀
城
は
、

石
塁
な
き
城
郭
と
し
て
、
横
須
賀
城
出
現
と
と
も
に
、
徳
川
時

代
二
百
六
十
年
の
長
期
間
、

旧
態
依
然
た
る
姿
で
存
続
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

(写
|
2
1
3
)

磐田郡浅羽町にある 馬 伏 塚 城 土 止

天
正
二
年
(
一
五
七
四
)
八
月
、
徳
川
家
康
は
、
大
須
賀
康
高
に
命
じ
、
遠
州
浅
羽
の
馬
伏
塚
城
の

そ
し
て
天
正
六
年
三
月
十
一
日
、
家
康
は
大
須
賀
康
高
に
命
じ
て
横
須
賀
城
を

修
復
を
図

っ
て
い
る
。

築
城
さ
せ
、
東
進
す
る
武
田
勢
の
歯
止
め
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

天
正
九
年
三
月
、
大
須
賀

康
高
は
、
横
須
賀
城
を
前
線
基
地
と
し
て
高
天
神
攻
撃
の
火
蓋
を
切
っ
た
。

(写
|
4
)

武
田
と
徳
川
の
遠
州
で
の
野
戦
は
、

天
王
九
年
三
月
二
十
二
日
、
高
天
神
城
の
落
城
と
と
も
に
終
熔

近
世
城
郭
と
し
て
、

し
、
横
須
賀
城
は
、

大
須
賀
康
高
の
居
城
と
し
て
、

生
ま
れ
か
わ
る
べ
き
で
あ
っ

た
。
そ
れ
な
の
に
、
康
高
は
、

そ
の
ご
も
、
家
康
の
屠
下
に
あ
っ
て
、
横
須
賀
城
の
修
築
を
顧
み
る
暇

天
王
十
六
年
(
一
五
八
八
)
六
月
二
十
三
日
、

六
十
三
才
で
急
死
し
、
撰
要
寺
に
葬
ら
れ
る

も
な
く
、

写 4

こ
と
に
な

っ
た
。

い
ま
、
本
調
査
報
告
書
で
は
、

そ
の
ご
の
横
須
賀
城
に
つ
い
て
記
す
紙
数
を
も
た
な
い
け
れ
ど
、

そ

の
略
史
は
、

「
小
笠
郡
誌
|
横
須
賀
城
跡
」
に
要
領
よ
く
、

ま
と
め
で
あ
る
の
で
、
次
ぎ
に
記
す
こ
と

と
す
る
。
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横

須

賀

城

止
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(
小
笠
郡
誌
よ
り
)

横
須
賀
城
は
、
天
正
六
年
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
、
大
須
賀
五
郎
左
衛
門
康
高
之

を
築
く
、
当
時
高
天
神
城
の
押
え
と
し
て
経
営
し
た
る
も
の
と
す
、
本
城
は
諸
書
に

馬
伏
塚
と
混
同
し
て
記
載
す
。
武
徳
編
年
三
河
後
風
土
記
・
野
史
等
皆
馬
伏
塚
を
改

め
て
横
須
賀
と
称
す
と
記
せ
る
は
誤
り
な
り
、
馬
伏
塚
は
山
名
郡
岡
山
に
あ
り
し
な

り
、
馬
伏
塚
城
或
云
今
川
家
時
代
小
笠
原
美
濃
守
此
に
居
る
と
、
記
伝
云
、
馬
伏
塚

始
築
時
代
未
詳
、
コ
一
河
記
和
一
五
つ
天
正
二
年
八
月
家
康
公
の
下
知
に
て
遠
州
真
虫
塚

の
旧
塁
を
新
た
に
築
て
大
須
賀
五
郎
左
衛
門
康
高
を
以
て
彼
城
を
守
ら
せ
、
且
与
八

郎
の
旧
領
域
東
郡
を
康
高
に
賜
云
々
L

馬
伏
塚
の
城
を
修
理
せ
し
も
高
天
神
に
対
す

た
る
こ
と
論
な
く
、
市
し
て
大
須
賀
康
高
に
之
を
守
ら
せ
、
天
正
六
年
に
横

須
賀
城
を
築
き
、
是
亦
康
高
を
城
主
と
せ
り
、
斯
く
両
城
共
康
高
を
城
主
と
し
て
其

地
も
相
近
き
よ
り
世
に
同
地
と
誤
解
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
ら
ん
。

高
天
神
記
に
云
ふ
「
天
正
六
年
春
横
須
賀
に
お
城
取
有
り
、

岡
田
馬
伏
塚
の
城
主

大
須
賀
五
郎
左
衛
門
康
高
に
命
じ
御
自
身
御
縄
張
十

一
日
よ
り
始
ま
り
、
始
め
は
石

津
八
幡
山
に
当
座
の
か
き
上
げ
の
砦
を
被
成
、
今
の
撰
要
寺
の
山
も
可
然
か
と
有
け

れ
ど
も
、
公
の
御
見
立
に
て
此
械
に
被
成
一
五
々
L

又
云
ふ
「
高
天
神
の
城
甲
州
へ
取

ら
れ
て
浜
松
ま
で
浜
筋
の
道
の
押
え
な
く
、
馬
伏
塚
は
引
込
過
で
、
殊
に
海
道
の
道

筋
へ
出
悪
き
城
成
故
用
に
立
た
ず
と
有
て
如
此
横
砂
へ
張
出
し
、
城
を
築
き
給
ひ
高

天
神
と
浜
松
の
問
の
仕
切
せ
云
々
」
是
実
に
馬
伏
塚
と
横
須
賀
と
の
関
係
を
知
る
べ

し
伝
へ
云
ふ
、
初
め
康
高
地
を
熊
野
神
社
境
内
に
卜
し
築
城
せ
ん
と
す
る
に
当
り
、

第
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横
須
賀
城
祉
の
規
模

な同
さ社
んは
は文
恐武
れ帝
多勅 J
し願
との
な神
し 宇土

更し
にて
松
尾数
山百
主年
子の
権神
現地
のた
地り
然と
る聞
ベ き 、
し、

と新
なに
し城
、域

之と

を
小
谷
田
な
る
今
の
地
に
移
し
、
天
正
六
年
三
月
十

一
日
よ
り
築
城
同
八
年
に
竣
工

す
、
於
是
康
高
当
城
々
主
と
し
て
家
康
の
命
を
受
け
て
高
天
神
城
を
謀
る
。
天
正
九

年
三
月
家
康
高
天
神
城
に
迫
る
、
城
徳
川
軍
の
圧
迫
を
受
る
殆
ど
八
年
、
其
間
徳

川
、
武
田
両
軍
の
対
陣
あ
り
し
も
、
勝
頼
長
篠
大
敗
の
後
を
受
け
て
軍
気
振
は
ず
、

天
正
九
年
三
月
二
十
二
日
城
陥
る
、
勝
頼
救
ふ
能
は
ず
、
高
天
神
城
己
に
陥
り
、
城

飼
郡
は
全
く
徳
川
氏
に
帰
し
康
高
命
を
承
け
て
之
を
領
知
す
、
於
是
城
下
市
街
を
創

成
し
、
農
耕
を
勧
め
荒
無
を
開
拓
せ
し
め
、
数
十
年
戦
乱
の
巷
た
り
し
地
も
、
人
民

粉
々
其
堵
に
安
ん
じ
て
生
業
に
就
く
こ
と
を
得
た
り
、
天
正
十
六
年
康
高
卒
す
、
山

崎
撰
要
寺
に
葬
る
、
同
寺
は
康
高
の
創
建
に
係
り
て
其
開
基
た
り
、
康
高
心
を
民
生

に
用
い
治
績
頗
る
多
し
、
領
内
の
人
民
相
伝
え
今
に
至
り
て
其
徳
沢
を
称
す
、
嗣
子

出
羽
守
忠
政
嗣
ぎ
当
城
主
た
り
、
天
正
十
八
年
徳
川
氏
封
を
関
東
に
移
す
。
忠
政
従

て
上
総
久
留
里
に
移
る
。
豊
臣
氏
渡
瀬
左
衛
門
佐
詮
繁
に
当
城
を
賜
ふ
、
暴
政
多
く

領
民
其
虐
に
苦
し
む
、
文
禄
中
詮
繁
豊
臣
秀
次
の
こ
と
に
坐
し
、
所
領
を
没
せ
ら
れ

関
東
に
請
せ
ら
る
。
文
禄
四
年
有
馬
玄
蕃
頭
豊
氏
に
当
城
を
賜
う
、
豊
氏
領
内
を
検

回
し
検
地
二
万
八
千
石
余
を
打
出
す
、
領
民
其
苛
酷
に
苦
み
譲
り
口
碑
に
残
る
。
関

ケ
原
役
後
徳
川
氏
豊
氏
を
転
封
し
て
松
平
出
羽
守
忠
政
を
封
ず
。
忠
政
は
康
高
の
嗣

子
に
し
て
再
び
当
城
々
主
た
り
、
時
に
領
民
久
し
く
虐
政
に
苦
し
む
、
忠
政
の
旧
封

に
復
帰
す
る
を
欣
び
相
率
い
て
遠
く
国
境
に
迎
ふ
、
慶
長
十
二
年
忠
政
卒
す
、
嗣
子

園
千
代
丸
襲
ぐ
後
五
郎
左
衛
門
忠
次
と
称
す
、
元
和
元
年
上
州
館
林
に
転
ず
、
公
命

を
以
て
榊
原
氏
を
嗣
ぐ
、
当
城
は
徳
川
常
陸
介
頼
宣
の
所
領
と
な
る
。
元
和
五
年
頼

ムノ、
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宣
紀
州
に
移
る
。
於
是
暫
く
公
領
と
な
り
中
泉
代
官
の
支
配
と
な
り
、
駿
州
田
中
城

主
六
郷
兵
庫
頭
城
番
た
り
、
一
苅
和
六
年
松
平
大
隅
守
重
勝
当
城
城
主
た
り
、
其
子
重

忠
嗣
ぐ
元
和
八
年
羽
州
上
の
山
に
転
ず
、
寛
、
永
元
年
徳
川
忠
長
所
領
た
り
、
同
九
年

忠
長
罪
あ
り
国
除
、
同
年
井
上
主
計
頭
正
就
城
主
た
り
、
同
八
年
正
就
城
主
た
り
、

同
八
年
正
就
卒
す
、
子
河
内
守
襲
ぐ
、
此
時
大
洲
村
の
民
家
を
今
の
地
に
移
し
其
城

を
家
土
の
邸
宅
と
な
し
、
一
番
、
二
番
、
三
番
町
と
称
す
。
正
保
二
年
常
州
笠
聞
に

転
ず
、
本
多
越
前
守
利
長
城
主
と
な
る
。
同
三
年
大
淵
村
下
河
原
を
撃
割
し
て
埋
玖

を
作
る
。
天
和
二
年
出
羽
山
形
が
転
ず
、
此
年
西
尾
隠
岐
守
忠
成
当
城
を
賜
る
。
爾

来
相
承
く
八
世
万
八
十
余
年
西
尾
氏
代
々
心
を
民
政
に
用
い
、
荒
礁
を
開
拓
し
塩
田

を
作
り
、
砂
糖
製
造
を
奨
励
し
、
殖
産
上
の
事
蹟
少
な
か
ら
ず
、
明
治
維
新
に
至
り

徳
川
氏
駿
遠
に
封
ぜ
ら
れ
、
西
尾
氏
は
一房
州
花
一
房
に
移
封
す
、
今
代
々
の
城
主
を
左

に
掲
ぐ
。

城
主大

須
賀
五
郎
左
衛
門
康
高

天
正
六
年
始
て
本
城
を
築
き
、
馬
伏
塚
城
よ
り
移

り
城
主
と
な
る
。
天
正
九
年
高
天
神
城
落
去
康
一
角
の
功
多
き
に
居
る
、
於
是
全

域
飼
郡
を
領
す
、
領
知
一二
万
石
此
時
郡
名
を
城
東
と
改
む
、
天
正
十
六
年
卒
す

山
崎
撰
要
寺
に
葬
る
。
同
寺
は
康
一
向
創
建
開
基
た
り
。

天
正
十
六
年
康
高
卒
し
て
子
な
し
女
子
五
人
あ
り
、
長
女

榊
原
式
部
大
輔
康
政
に
嫁
し
忠
政
を
生
む
、
此
年
忠
政
嫡
孫
を
以
て
入
て
大
須

同

出
羽
守
忠
政

賀
家
を
襲
ぎ
城
主
た
り
、
天
正
十
八
年
徳
川
氏
関
東
に
移
る
。
忠
政
従
て
上
総

久
留
里
に
移
封
ナ
。

渡
瀬
左
衛
門
佐
詮
繁

領
知
三
万
石
天
正
十
八
年
城
主
と
な
る
、
文
禄
四
年
秀

ム
ノ、

次
の
こ
と
に
坐
し
収
封
せ
ら
れ
、
関
東
に
-調
せ
ら
る
。
途
氷
嶺
に
於
て
詠
せ
ら

る
、
詮
繁
在
域
暴
政
多
く
、
曲
閏
て
領
民
大
坂
に
訴
へ
し
て
と
あ
り
と
て
数
十
人

を
斬
首
し
た
る
こ
と
あ
り
と
云
ふ
。

有
馬
玄
蕃
頭
豊
氏

領
知
三
万
石
文
禄
四
年
賜
る
苛
政
多
し
、
初
め
城
東
一
円

三
万
石
に
て
大
須
賀
氏
所
領
す
、
豊
氏
検
地
し
て
五
万
八
千
五
百
三
十
六
石
に

打
出
す
、
故
に
此
時
代
よ
り
土
地
の
諺
に
成
て
悪
き
こ
と
を
玄
蕃
縄
と
云
し
と

な
り
、
関
ケ
原
後
丹
羽
福
知
山
に
移
封
す
。

松
平
出
羽
守
忠
政

大
須
賀
氏
姓
を
松
平
と
賜
ふ
、
慶
長
五
年
再
び
当
城
々
主

と
な
る
、
領
民
共
旧
封
に
復
帰
せ
ら
る
る
を
欣
び
、
遠
く
国
境
に
迎
え
て
土
産

を
献
ず
、
慶
長
十
二
年
卒
撰
要
寺
に
葬
る
。

同

国
千
代
丸

忠
政
の
子
二
歳
に
て
家
督
す
、
初
め
大
須
賀
康
高
卒
し
て
子

な
く
榊
原
康
政
の
子
忠
政
康
高
の
嫡
孫
を
以
っ
て
大
須
賀
家
を
嗣
ぐ
、
忠
政
早

く
残
し
国
千
代
幼
に
て
て
家
督
す
、
既
に
し
て
榊
原
康
政
大
須
賀
陣
中
に
病
残

し
て
嗣
な
し
、
家
康
命
じ
て
国
千
代
を
し
て
榊
原
家
を
嗣
が
し
む
、
時
に
十
二

歳
。
於
大
須
賀
氏
榊
原
家
に
合
す
、
元
和
元
年
上
州
館
林
に
移
る
。

徳
川
常
陸
介
頼
宣

に
属
す
、
元
和
五
年
紀
州
和
歌
山
に
転
ず
。

慶
長
十
四
年
駿
遠
五
十
五
万
石
に
封
ぜ
ら
れ
当
城
其
領
知

元
和
五
年

中
泉
代
官
中
根
七
蔵
定
辰
支
配
す
。

松
平
大
隅
守
重
勝

元
和
六
年
当
城
城
々
、
王
た
り
。

同

丹
後
守
重
忠

元
和
八
年
出
羽
上
の
山
に
移
る
。

元
和
九
年
当
城
主
と
な
る
。
寛
永
五
年
卒
す
。
西
大
洲
本

井
上
主
計
頭
正
就

源
寺
に
葬
る
。
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河
内
守
正
利

に
本
源
寺
を
開
創
し
、
八
十
五
石
四
斗
を
寄
附
す
、
正
保
二
年
常
州
笠
聞
に
転

寛
永
五
年
家
督
、
同
年
亡
父
正
就
菩
提
寺
と
し
て
西
大
，
捌

ず。本
多
越
前
守
利
長

領
知
五
万
石
、
正
保
二
年
城
主
と
な
る
o

利
長
著
修
を
喜

山
形
に
移
る
。

び
収
欽
訴
求
を
事
と
す
、
天
和
二
年
減
地
を
命
ぜ
ら
れ

一
万
石
と
な
り
出
羽

西
尾
隠
岐
守
忠
成

天
和
二
年
信
州
小
諸
よ
り
当
城
に
移
り
城
主
た
り
、
領
知

二
万
五
千
石
、
正
徳
三
年
卒
す
、
西
大
潟
竜
眠
寺
に
葬
る
。

正
徳
三
年
家
督
、
延
享
二
年
領
知
五
千
石
加
増
、
寛
延
二

年
又
五
千
石
加
増
を
賜
ひ
都
合
三
万
五
千
石
と
な
る
。
中
高
従
四
位
侍
従
に
叙

し
幕
府
の
老
中
た
り
、
宝
歴
十
年
卒
す
。

同

隠
岐
守
忠
尚

寛
政
元
年
卒
。

享
和
元
年
卒
。

天
保
元
年
卒
。

安
政
四
年
卒
。

文
久
二
年
卒
。

同

文
久
二
年
家
督
、
明
治
元
年
房
州
花
一
房
に
移
る
。

横
須
賀
城
は
松
尾
山
の
丘
陵
に
由
り
て
築
き
た
る
も
の
、
築
城
当
時
は
其
南
方
一

忠
篤

帯
入
海
を
控
え
又
西
方
山
崎
撰
要
寺
西
側
に
は
大
な
る
池
あ
り
て
城
地
の
要
害
た

同

主
水
正
忠
需

り
、
而
し
て
入
海
の
湾
を
横
須
賀
港
と
称
せ
し
な
り
、
其
他
瀬
海
洲
渚
の
地
に
し
て

第

四

章

又
渓
州
の
海
に
注
ぐ
あ
り
、
故
に
地
名
皆
水
に
因
み
て
名
を
得
た
り
、
乃
ち
大
洲
・

今
沢
・
山
崎
・
岡
崎
・
沖
之
洲
・
石
津
等
の
類
皆
然
り
、
山
崎
撰
要
寺
の
山
号
を
景

同

山
城
守
忠
移

同

豊
後
守
忠
善

同

豊
後
守
忠
固

同

隠
岐
守
忠
愛

横
須
賀
城
祉
の
規
模

江
山
と
云
ふ
。
亦
当
時
の
形
勢
を
徴
す
べ
し
、
其
地
形
の
大
い
に
変
し
た
る
は
、
宝

永
四
年
の
大
地
震
に
し
て
、
其
際
地
盤
隆
起
し
て
所
謂
横
須
賀
港
は
全
然
填
塞
し
随

て
付
近
一
帯
の
沙
地
を
生
し
て
蕊
に
治
桑
の
変
遷
を
実
現
せ
し
な
り
。

横
須
賀
城
々
主
交
替
及
城
市
沿
革
に
関
す
る
こ
と
を
1
横
須
賀
三
社
記
」
な
る
日

記
に
記
載
す
る
も
の
以
て
参
考
と
す
る
に
足
る
今
左
に
抄
出
す
。

一
、
天
正
六
年
戊
寅
三
月
二
十
一
日
よ
り
城
普
譜
始
ま
り
、
浅
羽
馬
伏
塚
の
砦
を

引
て
城
築
あ
り
、
辰
の
年
ま
で
に
大
形
出
来
、
城
取
は
両
頭
と
云
ふ
構
の
由
な

川
り
/
。

一
、
久
世
三
四
郎
・
坂
部
三
十
郎
・
渥
美
源
五
・
小
笠
原
与
左
衛
門
・
丹
波
弥
惣

・
曽
根
兵
左
衛
門

・
池
田
三
平
御
先
手
高
名
無
比
類
中
に
て
関
東
横
田
に
て
一
ニ

百
石
宛
賜
は
る
。
横
田
七
人
衆
と
称
す
る
。

一
、
二
代
大
須
賀
国
千
代
丸
八
才
に
て
家
督
相
続
あ
り
後
出
羽
守
忠
政
と
号
す
、

比
御
代
に
天
守
を
立
つ
、
城
の
表
向
蔽
土
居
の
上
小
簸
に
て
堀
も
水
な
き
掻
上

堀
な
り
、
谷
口
通
り
に
侍
町
を
立
、
城
前
に
片
平
町
も
あ
り
、
石
津
家
中
侍
町

立
ち
番
割
も
定
る
云
々
。
註
城
祉
普
譜

一
、
慶
長
十
二
年
丁
未
春
忠
政
公
御
病
気
御
養
生
と
し
て
京
都
へ
御
上
り
な
り
、

九
月
十
一
日
に
伏
見
に
て
御
逝
去
御
才
二
十
七
才
、
九
月
二
十
四
日
石
津
に
て

御
葬
送
あ
り
、
御
男
子
園
千
代
丸
三
才
、
同
年
十
二
月
御
家
督
云
々
。

一
、
国
千
代
丸
を
松
平
五
郎
左
衛
門
尉
忠
次
公
と
号
す
、
十
一

才
に
て
大
坂
障
に

立
玉
ふ
、
康
高
公
よ
り
以
来
高
名
誉
れ
の
衆
残
ら
ず
御
供
な
り
。

て
元
和
元
年
乙
卯
忠
次
公
、
上
州
館
林
え
十
二
万
石
に
て
所
替
と
な
り
、
康
高

・
忠
政
・
忠
次
士
一
代
に
て
当
地
三
十
一
年
御
領
知
な
り
、
上
州
館
林
の
領
、
王
榊

ー」ノ、
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第

横
須
賀
城
略
沿
革
史

節

井
.'上

主

頭
正
就
当
城
拝
領

御
老
中
故
定
在
府
入
部
な
し

寛
永
五
年
八

原
式
部
康
政
世
継
な
き
に
よ
り
、
忠
次
公
榊
原
の
世
継
に
上
意
を
以
て
御
越
な

M
H

ノ。

(
知
行
千
三
百
石
)

一
、
館
林
へ
召
連
ら
れ
し
衆
は
武
田
十
左
衛
門
・
芝
田
六
左
衛
門
・
林
吉
兵
衛
、

清
水
善
兵
衛

・
木
村
半
左
衛
門
比
衆
中
は
知
行
三
百
石
、
岡
崎
惣
十
郎
・

長
瀬

五
左
衛
門
比
二
人
は
知
行
百
二
十
石
其
外
足
軽
召
連
ら
れ
、
残
り
の
知
行
取
は

当
地
に
残
し
置
る
。

一
、
忠
次
公
御
代
に
窓
泉
寺
建
つ
、
忠
次
公
御
母
公
法
名
窓
泉
依
て
寺
号
に
な

る
、
比
寺
地
に
竜
鼠
寺
あ
り
し
を
末
寺
宿
鷺
寺
と
云
ふ
を
潰
し
、
権
限
山
を
付

て
竜
限
寺
を
引
て
立
る
、
依
て
山
号
安
穏
山
と
替
は
る
元
は
平
等
山
也
。
帯
広
泉

寺
の
谷
筋
大
洲
村
の
本
高
の
田
地
な
る
故
に
窓
泉
寺
の
山
号
を
大
洲
山
と
号
す

る
也、

横
須
賀
府
内
城
東
郡
大
小
社
寺
領
は
比
三
代
の
御
寄
付
な
り
。

一
、
忠
政
公
御
代
に
て
当
地
に
井
上
半
右
衛
門
清
秀
あ
と
小
身
な
る
与
力
あ
り
、

屋
敷
は
大
洲
村
の
内
に
あ
り
、

半
右
衛
門
嫡
子
半
之
助
十
二
三
才
の
噴
浜
松
に

於
て
東
照
神
君
へ
召
出
さ
れ
、
台
徳
公
の
御
代
に
出
頭
し
段
々
立
身
あ
っ
て
井

上
主
計
頭
正
就
と
称
す
。

て
駿
府
御
城
主
松
平
常
陸
介
頼
宣
公
横
須
賀
領
知
御
拝
領
あ
っ
て
駿
府
領
と
な

る
。
忠
次
公
の
家
中
衆
残
ら
ず
頼
宣
公
へ
召
抱
へ
ら
れ
て
何
れ
も
横
須
賀
に
居

住
す
コ
此
時
久
世
三
四
郎
、
坂
部
三
十
郎
両
人
ば
か
り
江
戸
へ
下
り
御
直
参
と

な
る
つ

一
、
元
和
五
年
頼
宣
公
紀
州
和
歌
山
へ
御
国
替
、
横
須
賀
御
家
中
残
ら
ず
召
連
れ

ら
る
。
其
分
今
に
至
り
て
も
横
須
賀
衆
と
云
う
也
。

六
四

月
卒
去
、
河
内
守
正
利
家
督
、
寛
、
氷
六
年
己
巳
六
月
入
部
、
家
中
衆
大
勢
引
越

る
故
家
中
屋
敷
少
く
、
大
洲
村
の
百
姓
屋
敷
寺
々
共
に
引
せ
侍
町
立
つ
。

町
・
二
番
町
・
三
番
町
と
な
る
。

て
正
保
元
年
城
の
惣
堀
を
堀
り
、
石
垣
塀
を
築
き
西
大
谷
河
原
を
上
よ
り
下

へ

深
く
堀
割
る
。

て
本
多
越
前
守
利
長
正
保
二
年
当
城
御
拝
領
あ
り
、
幼
少
に
て
在
江
戸
其
時
は

石
見
と
称
す
、

家
中
衆
ば
か
り
当
城
へ

引
越
す
領
知
玉
万
石
也
。

一
、
正
保
三
年
春
、
大
洲
村
下
河
原
を
堀
割
て
埋
樋
を
伏
す
、
戸
塚
五
郎
助
願
を

立
て
埋
玖
に
な
る
。

て
承
応
二
年
六
月
利
長
公
十
八
才
の
時
に
入
部
也
、
別
腹
の
舎
兄
本
多
内
膳
西

大
谷
不
動
下
に
屋
敷
を
立
て
駿
府
の
番
に
勤
め
ら
る
。
知
行
五
千
石
郡
中
に
あ

り
、
同
腹
の
舎
弟
井
上
兵
庫
知
行
二
千
石
定
府
也
。

て

枕

町

・
小
姓
町
・
窓
泉
谷

・
小
谷
田
に
侍
屋
敷
立
つ
、
大
工
町
も
馬
場
共
に

出
来
る
、
中
町
北
に
馬
場
出
来
る
。

一
、
寛
文
六
年
石
津
平
地
に
あ
る
高
き
砂
山
を
両
脇
へ
引
平
け
て
町
屋
立

つ
、
足

軽
町
も
立
つ
、
同
九
年
御
菩
提
所
勇
専
院
潰
さ
る
知
行
百
石
の
寺
な
り
。

て
天
和
二
年
西
尾
隠
岐
守
忠
成
公
二
万
五
千
石
に
て
、
当
城
御
拝
領
四
月
二
十

七
日
御
入
部
な
り
、
五
月
五
日
三
社
御
参
詣
。

一
、
天
和
三
年
春
西
新
町
の
入
口
木
戸
番
所
出
来
す
、
夫
ま
で
は
木
戸
な
し
。

一
、
同
年
港
口
成
就
の
為
め
に
今
津
弁
才
天
建
つ
。

一
、
元
禄
十
一
年
四
月
、
大
工
町
の
馬
場
両
傍
の
並
木
を
伐
除
て
其
跡
田
地
と
な

る

番

.、.同.一.・・'・ー・ 4・'.・ ・.，・-・.・..・-・.. ・・.・'・'.・ ・..・一・・-+..・一'.'一・..・-・.'・~・.'ー・..・-・.・'司・.・一・..・-・.'・句・.・-・..・-・.'・ー・・.. ・-・.・・ ・..・ー



第
二
節

横

須

賀

城

の

普

請

と

作

事

土
木
工
事
の
こ
と
で
築
城
に
お
け
る

石
塁
、
濠
を
は
じ
め
と
す
る
縄
張
り
一
切
の
仕
事
で
あ
る
。
作
事
と
は
築
城
に
お
け
る

普
譜
と
は
、

建
築
・
御
殿
・
城
門
等
の
一
切
の
仕
事
で
あ
る
。
普
請
と
作
事
が
両
々
相
侠
つ
て
は
じ
め
て
完
成
す
る
横
須
賀
城
の
築
城
は
、

し

て
d
M
パ
ナ
λ

d

ゐ
炉
支

4
・
乙
川
砂

i

，，
P

鮮
凡
d
d品
わ
川
崎

t
v
e
声高
W
2
4

J
t
w品
料
品

w
u
川
ー
か
え
・
手
パ
込

7
m久
'4
4

ペ
t
Z
A鴨
川
け
え

』
主
主
灯
系
埠
4

♂
均
九
わ
い

ぶ

象
4
P鼻
之
沈
ザ
1
1

A

，
久
P
4
r

ペー

J
P

鞍
搾
?
毛
?

J
4
:ル
パ
え
声

，

内制
・A

川氏
宥
若
ム
多
4
'

A
b
'九
争
パ
ー

ふ
ー

ん
‘イ公
判
例
ヰ

乏
か
ん
務
1

4

そ
る

考笠 ~f最

長r 時刻

イ
ゑ
忽
必
!

d
p
d
 

4
P
幼
時

ゑ
察
令

J

ウ
#
パ
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横

須

賀

城

祉

の

規

模

年
の
徳
川
治
世
下
、

か
も
、
幕
藩
体
制
下
の

譜
代
大
名
と
し
て
存
続

明治 5 年御用留 帳より

し
た
横
須
賀
城
の
普
譜

と
作
事
を
知
る
資
料
は

之
し
い
、

し
か
し
、
幸

い
な
こ
と
に
、
大
須
賀

町
役
場
に
は
、
「
横
須
賀

城
払
下
げ
入
札
記
録
」

写 1-(1); 

ー
明
治
五
年
(
一
八
七

二
)
御
用
留
帳
ー
の
う

ち
か
ら
貴
重
な
縄
張
り

の

一
端
が
知
ら
れ
る
ご

二
百
九
十
余

4

守
番

二
十
る

4

デ
番

目

-
A
A
m
v

d
p?
る

』
え
る

人
各

よ
骸
稽

ニ
m同
調
け

4

人
身
内

4
hル
門

42差
乏
汁

失

点
‘

ポ
不
法
服
γ

A

九

各

詞

r

h
庁

、

各

品

開

'

分

之

、

る

同

i

J
L
1で
る

不
毛
足
懇
f

'tfp
、

香

前

九

v
門

岬

・

4
r
v
・4
9

宇
伴
知
門

d

辛
子
参

泉

州
川

処
i
毛
1
4
β
d
F
4
B事
右
手
経

W
T

2
・必

U
T
I
-Z
A吋
民
共
孔
与
宰
!

六
五

明治 5 年御用留帳より写 1-(2); 



占

? ~ ! ̂- &~ ~二 '1

'~t~1t~ 
J
e
平
参

L
勾
八
、
各

み
え
る

'
r
b
f

£沙ニ
尤
え
物

い

b
「

ろ
を
l

女
別
判
官
銃
ゅ
の

負
・
孝
秋
-hw

.
砂
脂
払
y

deゐ
a

z
b
皇
帝
句

会
忠
義
ぺ

s
~
p
g
b
b
w
Uふ
S

A
V¢
乙
伝
為
川

a

任
給
》
-

A

問主

/OA称

子守承:1.
dR??去?
f~ ì~ ει 

写 1一(3); 明治 5 年御用 留 帳 よ り

写 2-(1); 城主上古絵図 (図版写真13-14参照)
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横
須
賀
城
祉
の
規
模

石

踊

の

部

/'-

写

(1) 
¥ーノ

大
手
門
よ
り
太
鼓
櫓
下
通
り

本
丸
門
左
右

同
内
天
守
台
ま
わ
り

西
大
手
門
よ
り
二
ノ
丸
玄
関
迄

図 (図版写真14参照〕

建

物

之

部

(写

1
1凶
)

大
手
門
、
太
鼓
櫓
、

二
階
門
、

天
守
門
、
本
丸
円
、

天
守
台
上
之
門
、
米
蔵
、

米
蔵
見
張
門
、

同
入
口
円
、
中
仕
切
円
、
裏
門
、
武
器
蔵
、

西
大
手
門
、

不
明
門

を
は
じ
め
、

二
ノ
丸
内
に
雑
居
し
た
建
造
物
が
記
録
さ
れ
る
。

(写

1
l間
)

絵

こ
の
事
柄
か
ら
し
て
、
横
須
賀
城
は
、

石
塁
を
残
存
す
る
近
世
城
郭
と
い
え
る
で
あ
ら
う

古祉

か

石
工
が
石
切

こ
の
石
塁
は
、
小
笠
疎
層
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
ぶ
し
大
以
上
の
石
塊
で
、

城

場
で
採
取
し
た
石
で
築
城
さ
れ
て
い
ー
な
い
。
土
留
程
度
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

写 2ー (2); 

ま
た
、
当
時
、

入
札
さ
れ
た
建
造
物
か
ら
み
て
も
、
横
須
賀
城
の
平
山
城
に
、
大
手
門
が

二
カ
所
あ
っ
て
、

天
守
台
、
太
鼓
櫓
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
尊
重
さ
る
べ
き
横
須
賀
城
の
縄
張
り
を
知
る
資
料
は

「
横
須
賀
城
の
古
絵
図
」

で
あ
る
。

正
徳
五
年
(
一
七
一
玉
)

太
鼓
、
東

五
月
の
写
し
の

「
古
絵
図
」
に
は
、

天
守
、

同
叶
J

、

ロ
ド
l

，

西
門
が
記
録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

撰
要
寺
、

町
教
育
委
員
会
所
蔵
の

そ
の
点
、
濠
の
囲
焼
す
る
縄

「
横
須
賀
城
総
絵
図
」
は
、

六
七



第

三

節

町
指
定
文
化
財
よ
り
知
る
横
須
賀
城
祉

六
八

張
り
と
、
前
の
建
造
物
の
配
置
が
記
載
さ
れ
、
現
地
調
査
と
符
合
す
る
。

(
写
2
|
川
|
凶
)

し
か
ら
ば
、

こ
れ
ら
の
普
譜
と
作
事
は
、

記
録
の
う
え
か
ら
み
た
ら
、

何
時
行
な
わ
れ
た
で
あ
ら
う
か
、

「
小
笠
郡
誌
所
収

横
須
賀
城

跡
」
に
よ
れ
ば
、

ρ

二
代
大
須
賀
国
千
代
丸
、

八
才
に
て
家
督
相
続
あ
り
後
、

出
羽
守
忠
政
と
号
す
。

此
御
代
に
天
守
を
立
つ
、
城
の
表
向

お
土
居
の
上
、

小
薮
に
て
堀
も
水
な
き
掻
上
堀
な
り
d

と
あ
り
、
横
須
賀
城
は
、
徳
川
と
武
田
の
両
軍
が
高
天
神
攻
防
の
主
導
権
を
と
る
抗

争
の
聞
に
築
城
さ
れ
た
城
で
あ
る
の
で
、

平
山
城
と
し
て
、
敵
応
山
松
尾
山
を
頂
点
と
す
る
丘
陵
に
、

人
工
的
築
城
を
な
し
た
も
の
で
、
敵

応
山
松
尾
山
が
狼
火
台
の
役
目
を
果
た
し
、

馬
伏
塚
城
・
浜
松
城
に
通
報
で
き
る
。
中
世
的
平
山
城
型
式
を
温
存
し
て
い
た
こ
と
が
、
横
須

賀
城
の
縄
張
り
の
う
ち
に
観
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

町

指

定

文

化

財

よ

り

知

る

横

須

賀

城

昭
和
四
十
八
年
二
月
、

大
須
賀
町
教
育
委
員
会
は
、
横
須
賀
城
祉
と
そ
の
周
辺
史
跡
の
学
術
調
査
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、

大
須
賀
町
文
化

財
専
門
委
員
会
が
答
申
し
た
文
化
財
を
町
指
定
と
し
た
。

一
、
古

ロし】=-日

録

古
文
書
に
つ
い
て
は
、
横
須
賀
城
関
係
記
録
と
し
て
、

「
西
尾
隠
岐
守
財
産
調
査
控
」
明
治
二
巳
年
三
月
調
i
三
十
冊
が
あ
る
。

こ
の
記
録
は
、

明
治
二
巳
年
(
一
八
六
九
)
三
月
、
横
須
賀
城
解
体
に
お
け
る
城
の
明
け
渡
し
に
関
す
る
財
産
目
録
で
、

そ
の
中
に

横
須
賀
城
の
規
模
、
建
造
物
を
知
る
貴
重
な
史
料
が
温
存
す
る
。

そ
の
う
ち
、

「
鍵
帳
覚
」
は
、
横
須
賀
城
最
後
の
建
造
物
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、

そ
の
建
造
物
の
配
置
を
た
ど
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
横
須
賀
城
の
縄
張
り
が
知
ら
れ
る
。

い
ま
、

そ
の
建
造
物
を
列
挙
し
、
実
測
図
に
あ
て
は
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

追
手
門
(
大
手
門
)
東
門
、
表
門
、
裏
門
、
御
朱
印
蔵
、

武
器
蔵
、
本
丸
門
、
城
詰
米
蔵
門
、

同
所
西
門
、
城
詰
門
、
城
詰
米
蔵
、



第

四

章

横
須
賀
城
祉
の
規
模

瓦鬼る残寺高恩写 1

六
九

続る残寺高思写 2



第

三

節

町
指
定
文
化
財
よ
り
知
る
横
須
賀
城
祉

七
O 

不
明
門
、

山
之
手
門
、

二
階
門
、

天
守
、

天
守
門
、
帯
曲
輪
円
、
奥
門
、
東
仕
切
門
、

広
間
塀
入
口
、
書
院
庭
口
、
台
所
脇
路
入
口
、

三
之
丸
入
口
塀
重
円
、
湯
殿
入
口
、

居
門
庭
口
、

天
守
裏
柵
水
門
、
三
之
丸
東
柵
水
門
、

西
入
江
水
門
、
東
入
江
水
門
、
居
間
西
庭
入

口
、
渡
廊
下
庭
口
、

三
之
丸
竹
木
戸
、
西
曲
輪
塀
重
円
、

玉
岳
之
円
一
長
板
羽
田
入
口
、

同
所
西
入
口
、
居
間
裏
入
口
鍵
、
城
詰
米
蔵
西

柵
水
門
、

同
所
東
柵
木
戸
、

同
所
中
塀
水
門
、

不
明
門
木
戸
、

石
津
東
木
戸
な
ら
び
に
土
蔵
、

同
所
円
、

同
所
東
入
口
、

下
台
所
門
、

作
事
門
、
焔
硝
蔵
、
拾
六
軒
町
木
戸
、

石
津
西
木
戸
、
北
之
丸
柵
門
、
坂
下
谷
口
木
戸
、
坂
下
谷
奥
竹
木
戸
、
製
薬
所
、
奥
庭
口
羽
目

入
口
、

町
番
所
木
戸
、
稽
古
場
、
製
薬
所
門

以
上
の
建
造
物
の
鍵
が
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
横
須
賀
城
祉
は
、

西
尾
家
城
主
の
時
代
、
本
丸
、

二
之
丸
、

一
之
丸
の
郭

を
も
ち
、
外
部
と
の
接
触
は
、
追
手
円
、
東
門
、
表
門
、
裏
門
、

不
明
門
、

山
之
手
門
が
あ
り
、
曲
輪
と
し
て
、
帯
曲
輪
、

西
曲
輪
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
縄
張
り
こ
そ
、

天
正
年
間
以
来
の
横
須
賀
城
の
郭
の
名
残
り
で
、
東
北
に
播
居
す
る
敵
応
山
松
尾
山
が
、

二
百
六
十
年
の
太
平
の
江
戸
時
代
無
用
の
砦
と
化
し
、
城
門
も
、

不
必
要
な
も
の
は
、
木
戸
と
し
て
、

通
用
同
化
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
中
世
城
郭
の
特
色
と
し
て
単
郭
で
始
ま
り
、

そ
れ
を
つ
な
ぐ
に
曲
輪
を
も
っ
て
し
た
平
山
城
の
特
色
は
、

江
戸
末
期
に
で
も
、

そ
の
名

残
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
は
ら
い
た
い
。

二
、
横
須
賀
城
の
鯨
と
鬼
瓦

大
須
賀
町
河
原
崎
思
高
寺
境
内
に
保
存
さ
れ
る
横
須
賀
城
の
鯨
二
体
、
鬼
瓦
三
体
は
、
貴
重
な
横
須
賀
城
の
遺
産
で
あ
る
。
(
写

1
)

械
は
安
政
三
年
(
一
八
五
六
)
丙
辰
年
、

三
輪
村
瓦
師
山
本
杢
左
衛
門
の
銘
が
あ
り
、
鬼
瓦
は
、

文
政
十
一
年
(
一
八
二
八
)
の
作

で
、
慌
の
瓦
師
と
同
一
人
で
あ
る
。
こ
の
鯨
と
、
鬼
瓦
が
建
造
物
の
何
れ
に
あ
っ
た
の
か
、

即
断
は
さ
け
た
い
。

(写

2
)

三
、
横
須
賀
城
「
二
の
丸
」
の
井
戸
枠



大
須
賀
町
石
津
、
戸
塚
康
雄
氏
所
有
五
三
九
二
の
茶
畑
に
あ
っ
て
、

紋
と
推
定
さ
れ
る
。

四

代

歴

域

主

墓

士苔

の

大
須
賀
町
小
谷
田
撰
要
寺
に
は
、
初
代
大
須
賀
氏
の
墓
塔

(
口
絵
参
照
)
本
多
一
族
の
墓
塔
(
写

9
)

大
須
賀
町
東
新
町
本
源
寺
に
は
井
上
氏
十
代
十
一
代
城
主
の

墓
(
写

l
m
)

大
須
賀
町
大
谷
町
竜
眠
寺
に
は
、

西
尾
氏
第
十
三
代
の
城
主

以
降
の
墓
が
あ
る
。

(
写
ー
ー
日
)

第

四

章

横
須
賀
城
祉
の
規
模

「
丸
に
菱
」

の
紋
が
刻
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

西
尾
家
の
火
消
定

撰要寺にあ る本多 家 の 墓 塔写 3; 

七



第

三

節

町
指
定
文
化
財
よ
り
知
る
横
須
賀
城
祉

玉、

2頁

門

横

城

賀

の

城

大
須
賀
町
小
谷
田
、

撰
要
寺
内
に
あ
る
不
開
門
は
、

本源寺にあ る井上家の墓塔写 4; 

一
名
不
浄
門
と
い
わ
れ
、

城
中
葬
儀
の
と
き
だ
け
、

開
門
さ
れ
た
と
い
う
。

七

竜眠寺にある西尾家の墓塔写 5
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五
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もと足軽屋敷のあった石津の通り〔正面の森は八幡神社〉写，
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造
と
そ
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変
遷
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第
一
節

城
郭
と
城
下
町
の
構
造
的
特
色

第

節

城
郭
と
城
下
町
の
構
造
的
特
色

七
四

こ
こ
で
は
、
封
建
社
会
体
制
の
発
達
に
伴
う
領
国
施
政
の
中
枢
で
あ
る
城
郭
と
城
下
町
、

そ

れ
自
体
の
構
成
的
な
特
色
に
つ
い
て
、
城
郭
の
構
造
や
土
庶
居
住
の
地
域
分
化
な
ど
に
焦
点
を

横須賀城下町の侍町と町屋の変遷区分図

置
い
て
、

そ
の
性
格
と
変
遷
の
検
討
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

遠
州
横
須
賀
城
は
、
高
天
神
城
の
陥
落
に
よ
っ
て
そ
の
軍
事
的
要
塞
の
意
義
を
喪
失
し
た
が

そ
の
後
、
遠
州
一
円
は
徳
川

一
色
の
勢
力
下
に
置
か
れ
、
大
須
賀
康
高
候
に
よ
っ
て
、
分
国
統

治
に
お
け
る
中
枢
居
城
へ
と
大
き
く
転
換
し
た
。

そ
の
城
郭
は
、
背
後
に
小
笠
山
丘
陵
を
控
え

前
方
に
、
弁
財
天
川
沖
積
低
湿
地、

一
望
に
眺
め
ら
れ
る
標
高
二

O
汎
内
外
の
高
台
に
立
地
す

る
。
ま
た
、

遠
州
離
に
の
ぞ
み
、

江
戸
、

上
方
向
け
海
上
交
易
の
中
継
的
な
有
利
地
点
に
あ

り
、
す
な
わ
ち
海
陸
交
通
の
結
節
点
に
置
か
れ
て
い
た
。

城
下
町
づ
く
り
は
、

二
代
城
主
、

松
平
忠
政
候
時
代
、

天
守
閣
、
空
濠
、

石
津
の
家
中
屋
敷
な
ど
、
城
郭
内
の
拡
充
整
備
が
進
め

ら
れ
、
同
時
に
町
屋
(
片
平
町
〉

の
町
割
設
定
も
行
な
わ
れ
た
。

と
く
に
町
屋
普
請
に
際
し
て

図 1

は
、
建
築
材
料
の
付
与
、
年
貢
免
許
、
末
代
ま
で
諸
役
免
許
な
ど
の
優
遇
策
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
城
下
町
づ
く
り
の
フ
ラ
ン
に
よ
っ
て
、
近
世
城
下
町
と
し
て
、
基
本
的
な
骨
格
の

体
裁
が
整
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
井
上
(
正
利
)
、
本
多
(
利
長
)
両
候
の
入
部
に
と
も
な
っ

て
、
城
下
町
経
営
の
再
編
成
が
促
進
さ
れ
た
。

そ
の
具
体
策
の
一
つ
と
し
て
領
国
内
の
村
里
か

ら
城
下
へ
の
移
住
を
促
進
し
、
さ
ら
に
先
封
地
の
町
人
移
住
の
定
着
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
城
下



町
へ
の

λ
口
集
中
が
図
ら
れ
た
。

ま
た
東
海
道
、
相
良
各
街
道
へ
の
連

絡
を
前
提
と
し
た
浜
街
道
の
道
路
改
修
や
横
須
賀
港
の
改
修
、
堀
割
の

開
さ
く
事
業
も
行
な
っ
た
。

そ
の
上
、

ニ
熊
野
神
社
等
を
は
じ
め
、

各
寺
院
の
開
市
設
定
や
、
商
業
地
の
免
税
等
に
よ
る
商
業
の
繁
栄
を
図

、A

、

カ
り

し
か
も
、
街
道
沿
い
の
宅
地
割
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、

正
徳
三
年
「
横
須
賀
城
下
町
の
古
絵
図
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
街
状
的

な
城
下
町
が
形
成
さ
れ
た
。

近
世
期
に
お
け
る
幕
藩
体
制
の
確
立
、

そ
の
安
定
化
と
相
い
ま
っ
て
、

城
下
町
と
し
て
の
面
白
と
そ
の
繁
栄

は
、
ま
さ
に
本
多
利
長
侯
時
代
に
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る。
他
の
城
下
町
と
は
、
城
郭
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
城
下
町
の
機
能
面
で
若

干
異
な
る
特
質
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
横
須
賀
城
下
町
は
、
城
郭
を

核
と
し
て
、
第
一
の
郭
に
重
臣
家
中
屋
敷
群
が
団
塊
的
に
配
置
さ
れ
、

次
に
中
心
商
業
街
区
(
町
屋
)
が
あ
り
、

そ
の
周
囲
に
は
、

下
級
の
家

中
屋
敷
群
が
蝿
集
し
て
い
る
。
そ
の
外
縁
に
は
、
寺
社
、

町
屋
、
侍
町

な
ど
が
混
合
群
状
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

天
守
閣
、
本
丸
、

西
の
丸
を

包
括
す
る
城
郭
の
主
体
部
は
小
笠
山
丘
陵
末
端
、
標
高
二

O
汎
内
外
の

第
五
章

城
下
町
と
城
郭
の
構
造
と
そ
の
変
遷

〔凡 li，1J

-ー面画門

匝司城壁

医罰家中屋敷

七
五

200m 
M ー」

田

川工

2

遠州横須賀城郭祉の復原推定図

一寛文4・5年本多利長公時代の古絵図を参照一

図 2; 



第

節

城
郭
と
城
下
町
の
構
造
的
特
色

応

高
台
に
あ
り
、

そ
の
地
形
的
な
立
地
景
観
か
ら
い

っ
て
、

外
見
上
、
平
山
城
様
式
を
加
備
し
た
築
城
タ
イ
プ
に
含
ま
れ
る
も

の
で
あ
る
。

ま
た
古
絵
図
類
に
も
と
づ
く
復
原
推
定
図
に
よ
る

と

城
郭
内
は
、

東
大
手
門
(
写

1
参
照
)
か
ら
本
丸
に
至
る

壮r， 
要
衡
の
地
点
に
諸
曲
輪
、
仕
切
円
、
土
塁
な
ど
、
本
丸
を
囲
続
し

手

て
、
等
高
線
に
対
応
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
一
個
の
城
塞
的
な
役
割

大

を
備
え
な
が
ら
、

一
連
の
聯
立
式
配
置
を
呈
し
て
い
る
。

東の

そ
こ
に
戦
国
動
乱
期
を
生
き
ぬ
い
た
大
須
賀
康
高
の
戦
略
的
評

城

価
が
知
実
に
反
映
し
て
い
る
。

賀

し
た
が

っ
て

近
世
初
期
の
城
郭
で
あ
り
な
が
ら
、

内
容
的
に

は
、
中
世
末
期
的
な
性
格
を
具
備
し
た
城
郭
様
式
と
も
い
え
る
。

2賓横l日

そ
の
後
、
城
郭
の
拡
充
が
促
進
さ
れ
た
が
、

と
く
に
本
多
利
長

写 1

候
時
代
に
は
、
城
郭
主
体
部
の
下
方
、
標
高
七
れ
内
外
の
砂
堤
お

よ
び
人
工
的
な
削
平
坦
地
に
二
の
丸
、

三
の
丸
な
ど
、

分
岐
の

諸
郭
が
築
造
さ
れ
た
。
(
写

2
・
3
参
照
〉
な
か
で
も
三
の
丸
は
、

他
郭
よ
り
は
規
模
が
大
き
く
、
東
大
手
門
を
通
じ
て
、
直
接
、
城

下
町
と
連
絡
し
て
い
る
。

か
く
て
は
、
本
城
の
防
禦
上
、
他
郭
よ

七
六

昔，H也
夫弁節制:

・6

:.'，、 J，

外濠より太鼓櫓土止 (手前〕三の丸土止、左手松の木の中に見えるのは天守台社

. -" 句"

写 2



り
整
備
さ
れ
て
い
た
が
、
領
国
時
代
に
は
、

む
し
ろ
領
国
施
政
の
中
枢
と
し
て
、
役
所
関
係
が
置
か
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
構

え
は
、
平
城
系
統
の
築
城
様
式
を
取
り
入
れ
た
典
型
的
な
標
式
で
あ
る
。

そ
の
上
、

地
形
的
な
標
高
差
に
応
じ
て
、
中
世
末
期
的
あ
る
い
は

近
世
初
期
的
な
城
郭
様
式
が
併
存
さ
れ
て
い
る
。

第
五
章

城
下
町
と
城
郭
の
構
造
と
そ
の
変
遷

ま
た
城
郭
内
の
城
主
居
館
と
武
家
屋
敷
と
の
関
係
は
、
第
三
図
の
復
原
図
に
示
さ
れ
る
よ

左手外濠の祉 (現在田〕右人物のいる茶畑本丸祉

左上は大谷田の谷間

写 3

う
に
直
線
距
離
約
四

O
O
汎
範

囲
内
に
帽
集
し
、

い
わ
ゆ
る
根

坂下の谷家中屋敷祉付近 (旧本源寺の谷〕

子
屋
式
に
類
似
し
た
団
塊
的
配

置
が
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
本

多
、
西
尾
時
代
に
な
る
と
、
そ

の
位
置
関
係
は
、
街
状
的
な
町

屋
区
域
の
外
縁
、

な
い
し
は
狭

臨
な
谷
筋
沿
い
に
散
在
し
て
い

る

(写

4
参
照
)
そ
の
動
機

づ
け
は
、
経
済
機
能
を
発
揮
す

写 4

る
町
屋
地
域
へ
の
索
引
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

一
方
、
城
郭
の

西
側
は
、

入
江
状
の
潟

・
沼
沢

地
、
あ
る
い
は
低
湿
地
で
住
宅

七
七



第

節

城
郭
と
城
下
町
の
構
造
的
特
色

地
の
拡
大
に
大
き
な
障
害
を
な
し
て
い
る
。

ま
た
城
郭
周
辺
は
、
特
定
給
人
層
の
重
臣
武
士
集
団
の
屋
敷
群
が
多
い
が
、

七
八

そ
れ
と
は
対
称
的
に
町
屋
の
外
縁
に
、

一
般
給
人
と
く
に
下

級
武
士
集
団
の
屋
敷
群
が
あ
る
。
概
し
て
屋
敷
地
積
は
、

て
は
居
住
地
積
差
も
み
ら
れ
る
。

ま
た
侍
町
の
配
列
は
、

下
級
武
士
、

区
々
で
土
地
条
件
の
制
約
に
対
応
し
て
、
城
郭
内
は
小
で
あ
る
が
身
分
差
に
よ
っ

屋
敷
規
模
の
格
差
に
も
反
映

足
軽
等
身
分
の
階
層
差
と
関
連
し
て
、

し
て
い
る
。

図

出
問
主
一
議

mm
掛
町
議
」
川
田

H
S
m
m
答

盟

山

陽

議

出

W

A
苛
図

(
洞
悌
一
件
，
叶
掛
回
同
河
川
汁
繍
四
日
u
岡
捕
時
停
)

1.、 4



築
城
当
初
、
城
下
町
づ
く
り
は
、
城
郭
を
中
枢
と
し
て
侍
町
を
基
軸
に
促
進
さ
れ
た
。

近
世
中
期
に
か
け
て
、
城
郭
の
大
々
的
な
改
修
を
契
機
に
、

町
屋
と
一
体
化
し
た
侍
町
と

の
関
連
づ
け
に
よ
っ
て
、
城
下
町
の
拡
大
が
み
ら
れ
た
。
近
世
城
下
町
の
変
質
は
、

士
庶

居
住
分
化
の
解
体
過
程
の
裡
に
み
ら
れ
る
が
、

そ
の
動
機
づ
け
に
は
、
城
下
町
の
都
市
的

商
業
の
発
達
と
、
在
郷
農
村
の
商
品
経
済
の
発
達
と
の
不
均
衡
に
よ
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ

る
。
さ
ら
に
そ
れ
に
呼
応
し
て
、
新
興
町
人
の
胎
動
や
新
旧
町
人
の
勢
力
関
係
、
と
く
に
自

由
営
業
の
促
進
な
ど
に
大
き
く
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
具
体
的
な
表
現
は

町
屋
と
侍
町
と
の
立
地
的
移
動
、
す
な
わ
ち
士
庶
混
住
形
態
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。

な
お

封
建
制
度
上
、
侍
町
と
町
屋
区
分
は
厳
存
し
て
い
る
が
、
事
実
、
武
士
は
町
屋
に
転
居

し
、
町
人
は
侍
町
に
出
庖
し
て
い
る
。

し
か
も
役
職
柄
、
与
力
、
同
心
な
ど
は
、

町
屋
居

住
が
多
く
み
ら
れ
る
。
幕
未
期
に
は
、

下
級
武
士
階
級
の
内
職
が
活
発
に
行
な
わ
れ
た
。

し
か
も
、

十
六
軒
町
、

小
姓
町
な
ど
の
侍
町
(
番
町
)

(写

8
参
照
)
に
境

川
原
町
、

を
接
す
る
周
縁
一
帯
は
、

士
庶
混
在
が
目
立

っ
た。

町
人

そ
の
こ
と
は
、

明
治
二
年
、

へ
の
屋
敷
貸
渡
(
蜘
炉
問
)
等
の
記
録
や
文
書
資
料
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
か
く
し
て
城

下
町
の
士
庶
居
住
分
化
が
進
行
し
、
従
来
の
身
分
制
都
市
か
ら
地
方
的
な
商
業
経
済
都
市

へ
の
兆
候
が
現
わ
れ
始
め
て
い
た
。

近
世
中
期
、
遠
州
横
須
賀
城
下
町
は
、
領
内
や
他
藩
の
年
貢
米
、
特
産
物
な
ど
、
江
戸

第
五
章

城
下
町
と
城
郭
の
構
造
と
そ
の
変
遷

七
九

横須賀城郭と城下町の絵地図 (明治 2年〕一西尾藩時代の遺稿と推定一写 5



第

節

城
郭
と
城
下
町
の
構
造
的
特
色

へ
の
物
資
海
上
輸
送
の
中
継
的
な
港
町
と
し
て
大
い
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

八
O 

当
城
下
町
の
商
業
中
心
地
は
、

内
海
(
入
江
状
)
と

8
参
照
)
町
屋
地
区
と
の
接
触
地
点
に
あ
た
り
、

遠
州
離
を
結
ぶ
ル

l
ト
、
堀
割
水
路
沿
い
に
あ
た
る
西
、
東
、
両
田
町
や
、
東
新
町
付
近
で
あ
っ
た
。

宝
永
大
地
震
に

近
世
中
期
に
か
け
て
城
下
町
第
一
の
賑
か
さ
を
誇
っ
て
い
た
。

よ
っ
て
津
浪
、
高
潮
、

洪
水
お
よ
び
地
盤
隆
起

な
ど
自
然
的
変
化
に
よ

蔵

っ
て
従
来
の
港
町
機
能

のそ

が
衰
退
し
た
。

そ
の

と

後
、
西
尾
時
代
に
は
浜

庭

街
道
を
媒
介
と
す
る
陸

裏
~ 

訊

上
輸
送
に
大
き
く
転
換

7.1< 

し
た
。

し
た
が
っ
て
、

車
問

交
易
ル

l
ト
の
変
容
に

写 6

対
応
し
て
、

そ
の
商
業

中
心
地
は
中
本
町
や
西

東
本
町
・
番
町
付
近
に

(写

7
参
照
)
転
移
す

此
処
は
侍
町
と
回
漕
問
屋
街
、

そ
の
後
、

(写通町本東写 7



第
五
章

城
下
町
と
城
郭
の
構
造
と
そ
の
変
遷

る
に
至
っ
た
。

そ
の
誘
引
的
な
動
機
づ
け
は
、
領
内
の
在
方
農
村
に

お
け
る
商
品
経
済
の
発
達
、

そ
れ
に
伴
う
消
費

・
流
通
を
め
ぐ
る
市

場
の
成
長
充
実
化
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
町
割
型
式
(
図

旧{寺町 (1番町-3番町〕区域の宅地寄l図

4
参
照
)
は
、
寛
政
二
年
の
古
絵
図
、
大
正
期
の
地
籍
図
な
ど
で
町

坪
、
宅
地
割
を
み
る
と
、
大
体
、
街
道
沿
い
に
一
定
の
奥
行
と
、
分

限
相
応
の
間
口
割
当
に
よ
る
短
柵
式
土
地
割
形
態
が
見
ら
れ
る
。

ま

た
谷
筋
沿
い
に
は
徒
士
、

下
級
侍
町
、
寺
院
群
、

そ
れ
ら
対

足
軽
、

象
の
町
屋
等
が
散
在
し
て
い
る
。

し
か
も
西
方
の
城
郭
周
辺
は
既
述

し
た
よ
う
に
入
江
状
の
潟

・
沼
沢
地
や
低
湿
地
な
ど
が
展
開
し
、

そ

の
軟
弱
地
盤
な
ど
に
よ

っ
て
住
宅
造
成
の
伸
展
上
、
大
き
な
自
然
的

な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
、

西
大
谷
川
の
押
し
出
状
扇
状
地
は
、

十
分
な
土
地
基
盤
割

図 4

を
行
な
う
余
裕
に
欠
け
て
い
る
。

そ
の
た
め
街
状
地
割
に
は
、
東
西

に
細
長
い
地
域
的
な
限
定
が
現
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
上
、
街
状
的
な

町
屋
南
縁
、
す
な
わ
ち
一
番
町
、

三
番
町
な
ど
の
侍
町
地
区
は
、

そ

の
宅
地
割
図
(
写

8
参
照
)
か
ら
み
る
と
、
宅
地
や
耕
地
な
ど
の
土

地
利
用
型
式
は
、
用
排
水
路
を
境
目
に
整
然
と
土
地
区
画
さ
れ
て
い

八



第
一
節

城
郭
と
城
下
町
の
構
造
的
特
色

一
層
基
盤
的
な
宅
地
割
・
形
態
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
し
て
裏
手
の
排
水
路
側
は
畑
地
に
利
用
さ
れ
て

る。

し
か
も
、
格
子
状
の
街
路
が
走
向
し
、

応
し
て
宅
坪
の
大
小
の
混
在
が
う
か
が
わ
れ
る
。

い
る
。

こ
の
よ
う
な
宅
地
、

土
地
利
用
方
式
は
、
幕
末
期
に
多
く
み
ら
れ
る
が
、

と
し
て
下
級
武
士
集
団
が

と
く
に
屋
敷
内
は
、
道
路
側
に
宅
地
、

自
給
自
足
、
す
な
わ
ち
屯

横須賀城下町における番町、士族屋敷の宅地割図

田
方
式
的
な
生
活
様
式

の

縮
図
の
現
わ
れ
と
も
い
え

る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
城
下
町
経
営

の
中

枢
機
関
に
は
、
会
所
、
御

作
事
所
、

木
戸
番
所
(
写

日
参
岡
山
)
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。

そ
の
う
ち
木
戸
番

斤
ま
、

-
F
J
3
t
 

天
和
三
年
、

西
尾

写 8; 

忠
成
候
が
西
新
町
の
入
口

に
設
け
た
が
、

そ
の
城
郭

寄
り
の
位
置
は
、
幕
末
ま

八

な
お
、
宅
地
の
一
部
に
は
、
身
分
制
に
即

そ
の
こ
と
は
不
況
、
凶
作
、
災
害
な
ど
に
対
す
る
自
衛
策川原町通り東より西を望む、突当り西大谷川新橋を望む写 9



で
移
動
し
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
三
万
石
内

外
の
小
藩
の
城
下
町
で

あ
り
、
領
内
人
口
を
培

祉

養
す
る
藩
域
(
経
済
圏
)

屋

が
小
さ
い
こ
と
に
も
よ

駿

河

湾

旬前面
10k聞

本多越前守利長領内の藩政村の分布図ー寛文四年一

る
が
、
そ
の
藩
域
は
、
第

• 

川
下
流
平
野
、
そ
の
上
、

西
尾
時
代
に
は
、
先
封
地

(
欄
一
諜
)

そ
の
藩
域
は
、
大
部
分
農
山
漁
村 図

街
道
の
一

地
域
で
あ
る
た
め
、
年
貢
米
を
は
じ
め
綿
、
茶
、
薪
炭
、
塩
、
干
魚
類
な
ど
の
商
品
的
特
産
物
が
多
く
産
出
す
る
。
近
世
期
に
お
け
る
主
要

事

6
図
、
第

7
図
に
掲
示

の
一
部
な
ど
が
包
括
し
、
横
須
賀
城
を
中
心

と
し
て
、
半
径
約
十
キ
ロ
市
範
囲
内
で
あ
る
。

つ
東
海
道
筋
か
ら
融
離
し
、
脇
街
道
沿
い
の
位
置
関
係
に
あ
り
、
実
質
的
に
は
殆
ん
ど
在
郷
町
(
襟
…
)
と
変
わ
り
な
か
っ
た
。
本

作

し
た
よ
う
に
、

小
笠
山

そ
れ
だ
け
に
近
世
期
の
文
化、

建
築
、

第
五
章

城
下
町
と
城
郭
の
構
造
と
そ
の
変
遷

多

(
利
長
)
候
時
代
の
港
町
と
し
て
繁
栄
と
、
対
称
的
に
町
の
発
達
が
極
め
て
停
滞
的
で
あ
っ
た
。

八

写10; 

正
陵
周
縁
や
、
太
田
川

下
流
左
岸
(
削
羽
庄
)
、
菊



第

節

城
下
町
の
寺
院
配
置
と
そ
の
招
致

風
俗
、
芸
能
な
ど
古
き
遺
産
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
。

第
二
節

城

下

町

の

寺

院

配

置

と

そ

の

招

致

三
熊
野
神
社
を
は
じ
め
、
歴
代
城
主
の
ぼ
た
い
寺
す
な
わ
ち
撰
要
寺
(
材
一
語
)
本
源
寺
(
井
上
氏
)

そ
の
典
型
的
な
建
築
様
式
の
遺
構
と
し
て
、

八
四

竜
眠
寺
(
西
尾
氏
)
各
名
刺
が
あ
げ
ら
れ
る
。
元
来
、
城
下
町
の
寺
院
配
置
は
、
軍
事
的
施
設
要
素
の
役
割
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
横
須
賀

は
山
麓
周
縁
に
多
く
配
置
さ
れ
て
い
る
。

(
第
1
図
参
照
)
こ
れ
は
初
代
城
主
、

二
十
有
余
の
寺
院
を
数
え
、
大
部
分
が
町
屋
の
外
縁
、
谷
筋
、
あ
る
い

城
下
町
は
、
三
万
石
未
満
の
小
藩
で
は
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
須
賀
康
高
候
以
来
、
各
歴
代
城
主
の
寺
院
招
致
策
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

単
な
る
軍
事
的
施
設
の
役
割
の
み
で
は
な
く
、

む
し
ろ
藩
主
の
領
民
教
化
ま
た
は

城
下
町
繁
栄
を
企
図
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
寺
院
と
職
人
(
寺
大
工
)
と
の

結
合
関
係
で
は
と
く
に
扶
持
職
人
や
被
安
職
人
が
多
く
み
ら
れ
た
。

ま
た
足
軽
、

徒
士
、

下
級
武
士
な
ど
は
、
研
、
鞘
師
、

塗
師、

屋
根
ふ
き
な
ど
の
仕
事
に
従
事

し
て
い
た
む
そ
の

こ
と
は
、
商
家
と
寺
町
の
機
能
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
寺
院
に
は
、

日
蓮
宗
、
曹
洞
宗
、
浄
土
宗
な
ど
各
宗
派
が
み

ら
れ
る
。

そ
の
配
置
は
先
述
し
た
よ
う
に
狭
陸
な
谷
筋
に
多
く
、

そ
の
周
囲
に
は

侍
町
が
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
配
置
的
な
位
置
か
ら
高
天
神
城
に
通
ず
る
間
道
沿

い
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

一
見
、
外
見
的
に
は
軍
事
的
配
慮
が
な
さ
れ
た
よ
う
だ

が
、
寺
院
そ
れ
自
体
の
由
来
か
ら
、
各
藩
主
の
所
領
堅
持
策
の
一
環
と
し
て
実
施

1叩4空前崎
I : 200.000 

5 

西尾隠岐守領内の藩政村の分布図ー寛延三年一図 6
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O O 15 8 16 O 10坪-20坪

5 。9 1 13 11 l 21 -30 

6 O O O 6 

O ワO O 。3 

O 4 I O O 。O 

O 

O 

1 -50 41 

51 -60 

。
。

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
初
代
城
主
大
須
賀
康
高
候
は
、
領
国
施
政
策
と
し
て
三
河

の
旧
領
地
か
ら
招
致
し
、
部
下
の
精
神
統
一
を
図
か
り
、
戦
国
期
に
お
け
る
軍
事
的
目
的
を

加
味
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
勢
力
の
強
化
と
拡
充
を
図
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

O 

1 

O 

O 

西
尾
時
代
に
は
寺
院
の
門
前
で
市
な
い
し
斎
市
が
期
日
を
設
け
て
聞
か
れ
、
商
取
引
が
行
な

わ
れ
た
。

か
く
て
寺
町
を
対
象
と
す
る
市
場
集
落
の
一
部
(
町
屋
)
が
形
成
さ
れ
た
。
ラ戸

、』ー
ヲ匹

、ーー

O 

。
O 

に
時
代
の
変
遷
に
伴
っ
て
、

軍
事
的
、
政
治
的
な
性
格
か
ら
教
化
的
、
経
済
的
方
向
へ
と
大

8 31 -40 

61 -70 

71 以上

き
く
変
質
す
る
に
至
っ
た
。

こ
の
教
化
策
に
よ

っ
て
地
方
文
化
の
中
心
地
と
し
て
、
繁
栄
を

維
持
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
節

城
下
町
周
辺
の
村
落
と
侍
町
の
変
容

一
方
、
横
須
賀
藩
領
内
の
村
落
群
の
性
格
は
、
江
戸
中
期
(
寛
延
三
年
以
降
〉
西
尾
隠
岐

守
藩
内
の
村
名
及
石
高
の
資
料
整
理
か
ら
検
討
す
る
と
、
大
体
三

O
|
四

O
戸
程
度
の
村
と

二

O
O
l
三
O
O
戸
の
規
模
の
大
き
い
村
と
が
、

地
域
的
に
混
在
し
て
い
る
。

そ
し
て
石
高

l 

の
地
域
差
と
ほ
ぼ
類
似
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
戸
数
と
石
高
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
藩
政
村

な
い
し
は

「
ム
ラ
」
と
意
識
さ
れ
る
小
村
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。

ま
た
慶
長

五
年
の
検
地
に
は
郷
名
が
多
く
、
慶
長
一
五
年
の
検
地
に
は
、
村
と
称
さ
れ
て
い
る
。
以
上

の
村
落
の
呼
称
上
か
ら
い
っ
て
、
中
世
の
村
落
体
制
の
遺
制
が
近
世
の
藩
政
村
に
継
承
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

城
下
町
と
城
郭
の
構
造
と
そ
の
変
遷

八
五



第
三
節

城
下
町
周
辺
の
村
落
と
侍
町
の
変
容

そ
の
ほ
か
に
、
明
治
二
年
「
西
尾
隠
岐
守
財
産
調
出

控

の
資
料
か
ら
、
家
中
屋
敷
の
坪
数
を
抽
出
し
て
、

そ
の
戸
数
、

面
積
を
算
出
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
概
し

て
、
横
須
賀
は
全
体
的
に
は
、

戸
数
規
模
が
小
さ
い
。

例
え
ば
、
坂
下
の
谷
は
平
均
化
さ
れ
、
侍
町
と
し
て
の

性
格
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。
他
方
、

一
番
町
、

番
町
、
枕
町
な
ど
、

小
規
模
の
坪
数
が
多
い
、

そ
の
こ

と
は
内
職
な
い
し
は
農
閑
期
に
、
余
剰
的
な
労
力
を
も

っ
て
、
商
工
業
に
従
事
す
る
者
が
多
い
こ
と
を
裏
付
け

ら
れ
る
。

参

献

.考

文

一
、
太
田
博
明
氏

一
、
明
治
二
巳
年
西
尾
隠
岐
守
財
財
調
出
控

文
化
財
調
査
カ
l
ド
資
料
(
抜
粋
)

戦
国
城
下
町
に
お
け
る
給
入
居
住
域
の
研
究

人
文
地
理

Vo1.22 
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町
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成
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て

1/ 
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図
版
5

(
1
)
(
2
)

本丸壮より 「西の丸」・「二の丸」祉をのぞむ写 5ー(1 ) ; 

F 

九

「二の丸」の削平された祉より「西の丸」祉をのぞむ写 5ー(2) ; 



図
版
6

(
l
)
(
2
)

池月日写 6-( 1) ; 

九

り場い掻
~， 

の池月日写6ー (2);



図
版
7
(
1
)
(
2
)

社A 
ロ守天城賀i賓横写 7ー(1); 

九

天守台主上地より発掘される瓦写 7ー(2); 



図
版
8
〔

1
)
(
2
)

九
四

祉輪曲丸」の「北写 Bー(1) ; 

「ヰヒの丸」と「本丸曲輪」との聞の虎口写 8-( 2) ; 



図
版
9
(
1
)
(
2
)

i豪空くまとを山尾松写 gー(1 ) ; 

九
五

j豪空山 (ー名敵応山〉の尾松写 g← (2); 



写10ー(1) ; 

北西方台地地形

写10ー(2); 

横須賀城祉

北面斜面地形
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写11(1) ; i三の丸」 祉工場敷地

九
七

写11ー(2); 横 須 賀 城 天 守台祉 (現忠霊殿〉
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あ
あ

とと

カミ

き iJ~

安

き
本

博

O 

写，王子権現社



あ

と

カ2

き

O 

あ

と

カミ

為
C

わ
れ
わ
れ
が
、
横
須
賀
城
祉
の
調
査
、
研
究
に
入
っ
た
当
初
に
は
、

よ
く
関
係
者
の
中
で
、

「
横
須
賀
城
の
名
の
起
り
」
に
つ
い
て
論
議

さ
れ
た
。

「
横
須
賀
城
根
元
記
」
に
よ
れ
ば
、
敵
応
山
松
尾
城
と
呼
ば
れ
、
「
横
須
賀
原
始
考
」
に
よ
れ
ば
H

敵
追
山
H

と
い
い
、
「
王
子
権
現
由
来

記
」
も
P

敵
追
山
d

と
い
わ
れ
て
い
て
、

H

横
須
賀
城
N

の
名
の
起
り
に
つ
い
て
議
論
百
出
し
た
。

し
か
し
、
横
須
賀
域
社
の
原
点
調
査
、

即
ち
、
城
そ
の
も
の
の
調
査
、
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
、
城
の
も
つ
意
義
が
、

そ
こ
の
地
名
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
松
尾
山
城
、
横

須
賀
城
と
い
わ
れ
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
意
見
に
纏
ま
っ
て
い
っ
た
。

い
ま
で
こ
そ
、
大
須
賀
町
と
い
っ
て
い
る
こ
の
土
地
に
、

な
ん
と
い
っ
て
も
、

目
玉
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
横
須
賀
城
祉
で
あ
る
。

グ
横
須
賀
党
H

と
よ
ば
れ
る
横
須
賀
衆
が
安
藤
帯
万
に
従
っ
て
、
元
和
七
年
紀
伊
の
田
辺
に
土
着
し
て
、
隠
然
た
る
勢
力
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
の
も
、
も
と
を
質
せ
ば
、
大
須
賀
町
の
原
点
に
立
返
っ
た
姿
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
南
遠
地
区
に
、

一
拠
点
を
築
き

あ
げ
た
横
須
賀
城
祉
の
も
つ
歴
史
的
背
景
を
考
え
た
ら
、

こ
の
ふ
る
さ
と
の
心
と
も
な
る
横
須
賀
城
の
破
壊
は
、
宥
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と

思
う
。幸

い
に
し
て
、

こ
の
些
か
な
調
査
報
告
書
が
、
大
須
賀
町
の
歴
史
と
文
化
の
う
え
に
役
立
ち
、
消
し
て
は
な
ら
な
い
心
の
灯
で
あ
る
横
須

賀
城
の
史
跡
の
保
存
と
顕
彰
に
一
役
買
う
な
ら
、
私
た
ち
の
調
査
、
研
究
の
労
は
報
い
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。



寸
横

須

賀

城

誌

」
調

査

執

筆

者

安

本

一
九
一
四
生
、
静
岡
県
静
岡
師
範
学
校
専
攻
科
ハ
歴
史
、

d
理
)
卒

博

現
静
岡
市
役
所
市
史
編
集
室
主
査
、
日
本
考
古
学
協
会
会
員
、
日
本
人
文
地
理
学
会

会
員
、
静
岡
県
地
方
史
研
究
会
主
幹
、
静
岡
市
史
編
集
専
門
委
員

専
攻
分
野

考
古

・
歴
史

・
地
理
学
、
登
呂
遺
蹟
発
見
、
学
界
に
報
告

論

著
「
昭
和
十
八
年
度
登
呂
遺
跡
の
調
査
L

日
本
考
古
学
協
会
編
、

「
登
呂
L

所
収
、

九
四
九
(
毎
日
新
聞
社
刊
〉

「
駿
府
城
L

「
続
日
本
の
名
城
L

所
収
、

寸
静
岡
市
史
年
表
L

一
九
六

O
(静
岡
市
刊
)

一
九
六

O
(
人
物
往
来
社
刊
)

「
静
岡
市
に
お
け
る
町
村
合
併
の
歩
み
L

静
岡
市
史
研
究
紀
要
第
二
号
L

所
収
、

九

(
静
岡
市
刊
)

「
静
岡
市
郷
土
資
料
目
録
L

「
静
岡
市
史
研
究
紀
要
第
三
号
L

所
収
、

九
ノ、

(
静
岡
市
刊
)

「
駿
府
L

一
九
六
二
(
静
岡
市
刊
)

「
静
岡
市
水
道
の
歴
史
L

「
静
岡
市
史
研
究
紀
要
第
五
号
L

所
収
、

一
九
六
四
(
静

岡
市
刊
)

「
静
岡
市
史
料

一
一
」
一
九
六
五
(
静
岡
市
刊
)

「
中
藁
科
誌
」
一
九
六
九
(
同
編
集
委
員
会
)

「
静
岡
市
史

・
近
代
通
史
編
L

一
九
六
九
(
静
岡
市
刊
)

「
静
岡
市
史
・
近
代
史
料
編
L

一
九
六
九
(
静
岡
市
刊
)

「
大
谷
誌
」
一
九
七
四
「
同
編
集
委
員
会
L

寸
静
岡
市
史

・
近
世
史
料
1
」
一
九
七
四
(
静
岡
市
刊
)

I行
干IJ
¥ーノ

「
広
報
し
ず
お
か
」
所
収
、

一
九
六
九
(
静
岡

「
静
岡
市
百
年
史

・
玉
三
団
連
載
L

「
徳
川
家
康
し

「
風
雲
児
と
反
逆
児
L

「
ふ
る
さ
と
百
話
第
一
巻
L

所
収
、

「
ふ
る
さ
と
百
話
第
二
巻
」
所
収
、

社
刊
)

「
今
川
盛
衰
記
L

「
ふ
る
さ
と
百
話
第
三
巻
L

所
収
、

「
用
宗
町
誌
L

一
九
七
一

(
同
編
集
委
員
会
刊
)

「
仮
面
の
さ
と
L

「
ふ
る
さ
と
百
話
第
六
巻
L

所
収
、

「
名
園
紀
行
L

「
ふ
る
さ
と
百
話
第
七
巻
L

所
収
、

「
遠
駿
豆
に
分
布
す
る
城
祉
の
探
訪
」

(
三
七
団
連
載
済
)

一
九
七
三
(
静
岡
県
教
職
員
互
助
会
刊
)

「
史
跡
め
ぐ
り
(

一
九
七
一
(
静
岡
新
聞
社
刊
)

一
九
七
一
(
静
岡
新
聞

九
七

(
静
岡
新
聞
社
刊
〉

一
九
七
二
(
静
岡
新
集
社
刊
)

一
九
七
二
(
静
岡
新
聞
社
刊
)

「
互
助
新
聞
L

所
収
、

一
O
回
連
載
中
)
L

「
広
報
し
ず
お
か
L

所
収
、

一
九
七
四
(
静

岡
市
刊
)

「
ふ
る
さ
と
(
遠

・
駿

・
豆
)
の
隠
れ
里
(
連
載
中
)

L

九
七
四
(
静
岡
県
教
職
員
互
助
会
刊
)

「
静
岡
市
近
代
史
こ
ぼ
れ
話
(
五
七
団
連
載
中
)
」

四
(
静
岡
百
選
刊
)

ほ
か
、
論
文
、
著
書
多
数

「
互
助
新
聞
L

所
収
、

「
静
岡
百
選
L

所
収
、

九
℃ 

現

静
岡
大
学
助
教
授
(
教
育
学
部
)

一
九
二
二
生
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
史
学
科
(
地
理
学
)
卒

細
井
淳
志
郎

O 



専
攻
分
野

歴
史
地
理
学
・
集
落
地
理
学

三ι
口問

著
寸
大
日
本
百
科
事
典
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
」
全
一
八
巻
、
一
九
六
七
(
小
学
館
刊
)

「
静
岡
市
域
に
関
す
る
地
理
学
的
研
究
序
報
L

小
牧
実
繁
博
士
退
官
記
念
論
集
「

i

人

文
地
理
学
の
諸
問
題
」
所
収
、

一
九
六
八
(
大
明
堂
刊
)

っ
日
本
の
文
化
地
理
」
全
入
巻
、

一
九
六
八
(
講
談
社
刊
)

「
静
岡
市
史
・
近
代
通
史
編
L

一
九
六
九
(
静
岡
市
刊
)

「
中
葉
科
誌
L

一
九
六
九
(
同
編
集
委
員
会
刊
)

「
安
倍
川
下
流
右
岸
デ
ル
タ
に
お
け
る
都
市
化
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
L

織
田
武
雄
先

生
退
官
記
念
論
集
「
人
文
地
理
学
論
議
し
所
収
、

一
九
七
一
(
同
編
集
委
員
会
刊
)

九
七

(
柳
原
書
活
刊
)

「
用
宗
町
誌
」

寸
有
度
山
西
周
地
域
に
お
け
る
濯
概
水
利
方
式
の
転
換
に
つ
い
て
L

佐
々
木
清
治
先

生
退
官
記
念
論
集
寸
静
岡
県
の
自
然
と
文
化
L

所
収
、

九
七

「
日
本
地
誌

E
L
一
九
七
二
(
二
宮
書
庄
刊
)

寸
大
谷
誌
」

一
九
七
四
(
同
編
集
委
員
会
〕

ほ
か
、
論
文
多
数

神

村

;青

一
九
二
三
年
生

日
大
高
工
建
築
学
科
卒

一
級
建
築
士

現

静
岡
県
文
化
財
専
門
委
員
、
静
岡
県
農
山
漁
村
住
宅
専
門
相
談
員
、
静
岡
県
公

民
館
連
絡
協
議
会
民
間
講
師
団
専
門
メ
ン
バ
ー
、
久
能
山
東
照
宮
文
叱
財
保
存

顕
彰
会
理
事
、
静
岡
県
建
築
士
会
理
事
、
静
岡
県
文
化
財
保
存
協
会
理
事
、
静

岡
県
地
方
史
研
究
会
副
主
幹
、
静
岡
県
市
建
築
士
会
静
岡
支
部
支
部
長
、
神
村

建
築
造
園
設
計
事
務
所
長

著

論
「
中
藁
科
誌
L

一
九
六
九

「
同
編
集
委
員
会
刊
L

「
古
民
家
」

「
ふ
る
さ
と
百
話
」
第
二
巻
所
収
、

「
明
治
の
建
物
」
「
ふ
る
さ
と
百
話
」
第
八
巻
所
収
、

ほ
か
、
論
文
多
数

O 
四

一
九
七
二
「
静
岡
新
聞
社
刊
L

一
九
七
三
「
静
岡
新
聞
社
刊
L



MEMO 



MEMO 



MEMO 



MEMO 



昭
和
四
十
九
年
三
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
四
十
九
年
四
月

日
発
行

行

者静
岡
県
小
笠
郡
大
須
賀
町

大

須

賀

町

教

育

委

員

会
博

遠
江
国
横
須
賀
城
祉

調

査

報

告

書

編

者

安

本

印

刷

所静
岡
市
若
松
町
七
十
六
番
地

静

岡

英

文

印

刷

株

式

会

社

発








